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論文 内容の要 ~ 固
大腸菌i (Escherichia coli K-12) の性については遺伝的に安定な F+ 及び Fーがある。その中 Fーを
人為的に F十に変換させることはそれ程困難でないが，逆に F+ を Fーに変えることは容易でない。
著者は 1956年，重金属特にコバルトで F+ 細胞を処理することによって安定な F- 細胞に変換させ
得ることを見出した。
しかしこの方法は系統により，叉処理方法によって相当の変動があるので一層有効な万法を探索した結
果， F+ 細胞をアクリジン系色素で一定時間以上処理する乙とによって完全に Fーに変換させ得ること
を見出した。興味のあることはアクリジン系色素で処理する時聞を短縮すると， F+ とも Fーともつか
ぬ中間型の Fi という細胞がとれることである。
ζ のような中間型の細胞の存在することは F+ と Fーの区別が確然としたものでなく，寧ろ段階的な
ものであろうということを暗示している。この見地から著者は F因子の本態について次のような仮説を提
唱したい。
性決定因子 F は細胞質中に存在する量的な因子で，細胞内の F 濃度が高い場合は F+ としての性質をも




1952 年アメリカの Lederberg 等によって大腸菌.のような微生物にも高等動物の雌雄に相当するものが
あって互に接合し遺伝子の組換を起すことが見出されている。雄に相当するものをF+，雌に相当するもの
を Fーとよぷ。 乙の F- を F+ に転換させることは比較的簡単で， Fーと F+ の細菌をまぜてしばらくおい
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ておくと， F- の大部分が F 感染 (F infection) という現象によって F+ に変ってしまう。しかし F+ を
任意に F にすることは容易でなく，これはここ数年間世界の研究者達を悩ましつづけた問題であった。
ところが広田君は重金属特にコバルトでF十細胞を処理すると往々にして F- に転換することを見出し，
これを Nature 誌に発表した。これについて多くの反響があり，賛否半ばするものがあったが最近 Furne四
ss によって広田君の実験の正しいことが証明された。しかしこの万法は大腸菌の系統により，叉処理の方
法によって変動が多く決して充分のものとはいえなかった。
そこで同君は重金属より一層有効なものを探索した結果，遂にアクリジン系色素 (Acriflavine ， Acridine: 
Orange等)が極めて有効な物質であることを見出した。 この研究も最近 Nature 誌に発表されたが，既
に各地から同君の実験の正しいという報告がきている。興味のあることはこの薬品で F十細胞を処理する
場合，処理時聞を適当に短縮することによって， F+ とも F ーともつかぬ，いわば高等動物の間性にあた
る Fi という系統が得られたことである D
更に広田君は自己の実験結果:から F 因子の本態に関する仮説を提唱している。要約すると F因子は細








高く評価され， 同君は特にまねかれて目下 Lederberg 教授の研究室に留学している。これらのことから
判断して同君のこの論文は博士の学位論文として充分の価値あるものと認める。
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